





















た思いをもたらし、孤立感を増幅させる」（全国社会福祉協議会 2009 : 162）ことが、退所後の
生活困難を引き起こしていると言うのである。
一方、これまで児童養護施設退所後の自立支援に関しては、退所後も継続可能となるような子













































西和賀町の地域住民が、児童養護施設で生活している子ども 2人を、週末、自宅に 1泊 2日
の日程で受け入れ、子どもに家庭の生活を体験する機会を提供する事業であり、週末里親等とは
異なる。西和賀町内にある NPO 法人（5）が中心となり、2008年 5月から本格的に実施されてい
る（6）。被虐待児の「人間復興には地域の生活体験が必要」であるため、「『人・自然・文化』に
恵まれている西和賀で（略）、子どもたちの優しさを育んでいく」（NPO 法人輝け「いのち」ネ
ットワーク 2010 : 2）ことを目的としている。
【全国・西和賀まるごと児童養護施設事業】
2003年から「全国・さわうちまるごと児童養護施設事業」として始まり 2013年に終了した












また、まるごと事業の参与観察を 2012年 8月 22日～26日、ホームスティ事業の参与観察を
表 1 調査日・調査対象事業・調査方法・調査場所 （作成：筆者）
調査日 調査対象事業 調査方法 調査場所
2011/8/25 ホームスティ事業 聞き取り調査 公民館
2012/2/19 ホームスティ事業 聞き取り調査 公民館
2012/8/22～8/26 まるごと事業 参与観察 旧・沢内村界隈
2013/8/24～8/25 ホームスティ事業 参与観察 ホストファミリー宅
2014/9/6～9/7 ホームスティ事業 参与観察 ホストファミリー宅
児童養護施設退所後の自立困難軽減に向けた地域養護活動の可能性 （１３１）

























共性を目指すもの」（鯨岡 2005 : 44）であるため、個別具体的な事柄として閉じられたものでは















































































































め、J さん宅に到着した当初、B は、K らと一緒に猫車を押して
遊んでいた。やがて、それにも飽きた B は、仕方なく、J さん宅
の納屋にあった古い自転車を借りて遊ぶことになる。自転車に乗れ
なかった B は、おとなたちに見守られながら、庭先で K と一緒に
自転車に乗る練習を始めた。しかし B は、その日のうちに自転車
に乗れるようにはならなかった。帰る日の朝、B は、再び K と一
緒に自転車に乗る練習をしたいと J さんに申し出る。早朝であっ
たため、K の祖母への気遣いからためらいもあったが、J さんは
























































































満を口にする E に、N さんは、「だから、あなたたちに来てもら
















































































































































































































































































































































































































































































































































































（『子どもが語る施設の暮らし』編集委員会 1999 : 67）
「『施設の子は一週間に一回しかお風呂に入っていない』とか、友だちが遊んでくれないので
理由を聞いたら、『お母さんが「施設の子」とは遊んじゃダメって言うから』と言われたと
かありました」（（『子どもが語る施設の暮らし』編集委員会 1999 : 132）
「何かあると『施設の子だから』とか言うのはやめてほしいと思います」（『子どもが語る施










































































































⑹ 『平成 21年版 高齢社会白書』によれば、2008年 5月から西和賀町でのホームスティを「延べ 100












⑼ 地域養護活動を体験した退所者に対して 2014年 11月 16日に聞き取り調査をおこなった資料によ
る。











全体の 8％、準限界集落（55歳以上の人口が地域の過半数を占める集落）が 28集落で全体の 71％
を占めている（西和賀町議会広報編集委員会 2009）。
⒀ 「昭和 60年度 猿橋地区地域を語る会（昭和 61年 2月 16日）長瀬野会館（主催：猿橋地区教育福




生、高校生、教師（小、中、高）、消防団、PTA の順とする」。2016年 8月 26日におこなった地域
の NPO 法人運営委員に対するグループインタビューにおいても、1960年代後半から子どもも交え
て世代間交流会が開催され、地域課題の掘り起こしがおこなわれてきたことが語られている。
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